
新型コロナワクチン接種　～接種予約は 「予約方法のご案内」が届いてから～～接種予約は 「予約方法のご案内」が届いてから～
　65歳未満の人への「予約方法のご案内」を7月下旬以降、医療機関等の混乱を避けるため年齢の高い人から段階的に発送します。
ワクチン接種予約及び予約等に関する問い合わせは、「予約方法のご案内」が届くまでお待ちください。

●２～３ページ　新型コロナワクチン接種、保険料（国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険）の減免 他
本誌「広報うじ」に掲載している情報は 6 月 30 日時点の情報です。最新の情報は、市ホームページで確認してください。

新型コロナウイルス感染症に関する情報を掲載しています

接種券が届く  ▶ 「予約方法の
ご案内」が届く  ▶  個別接種／集団接種

を選択する  ▶   受けたい医療機関・
会場を選択する  ▶ 予約する  ▶ 接種する

接種までの流れ ＊詳しくは「予約方法のご案内」をご覧ください。
＊「予約方法のご案内」の発送時期は、3ページに掲載

接種予約は「予約方法のご案内」
が届いてから
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02

数 前月比

世帯数 85,032世帯 -34世帯

人
口

総数 184,339人 -154人

男性 89,163人 -78人

女性 95,176人 -76人

市の人口 [令和3年 6月1日現在 ]

本誌「広報うじ」に掲載している情報は6月30日時点の情報です。 最新の情報は、市ホームページで確認してください。

新型コロナウイルス感染症対策
市では、市民の皆さんの生命と健康・安全を守ることを第一に、感染拡大の防止と市

内経済と市民生活への影響を最小限にとどめるよう、引き続き国や京都府と連携し全力
をあげて取り組んでいきます。市民の皆さんのご理解とご協力をお願いします。

問新型コロナウイルス感染症対策本部（ 22-3141）

総合案内窓口と支援等のしおり
●総合案内窓口

生活・経済面等での支援について、相談
窓口や担当課を案内しています。

《場所》うじ安心館 3 階（危機管理室内） 
《受付時間》平日 午前 9 時～午後 5 時

●支援等のしおり
各種支援策一覧をとりまとめたしおりを
配布しています。

《配布場所》総合案内窓口及び市役所各課
窓口
※市ホームページから印刷も出来ます。
※音声版を市ホームページに掲載しています。

中小企業経営チャレンジ支援補助金を受付中
問 宇治商工会議所（ 23-3101）

　新型コロナウイルス感染症の影響により厳しい経営環境にある中小企業等を支援するため、
補助金を交付します。
《対象者》小規模企業・中小企業等　《補助対象期間》3 年 4 月 1 日（木）～ 4 年 2 月 15 日（火）
《対象事業》  ◎新型コロナウイルス感染症対策強化に係る取り組み（消耗品は対象外）等
《補助率》◎小規模企業等＝事業費の 3 分の 2（最大 20 万円）　◎中小企業＝事業費の 2 分の 1（最大 30 万円）
《申請方法》 必要書類を、4 年 1 月 21 日（金）まで（消印有効）に、郵送か同会議所窓口（平日の

午前 9 時～正午、午後 1 時～ 5 時半〈申請最終日は午後 5 時まで〉）（〒611-0021
宇治琵琶 45-13）へ（予算に達し次第、受け付けを終了する可能性があります）。

詳しくは、募集要項で確認してください。募集要項等は、産業会館 1 階等に配架する他、同会議所
ホームページから印刷も出来ます。

ワクチンに関する問い合わせ
● 市新型コロナワクチン接種コールセンター  

0570-085-567（聴覚障害等で電話での問い合わせが困難な場合は、 FAX 39-9414　 corona@city.uji.kyoto.jp） 
《受付時間》午前 9 時～午後 5 時（土・日曜日、祝日を除く） 
《相談内容》ワクチン接種の予約に関することや接種券の紛失等 
※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可能性があります。 

●京都新型コロナワクチン相談センター
075-414-5490（聴覚障害等で電話での問い合わせが困難な場合は、 FAX 075-414-5987　 coronavaccine-call@pref. 

kyoto.lg.jp）
《受付時間》365 日 24 時間　《相談内容》ワクチンに関する疑問、副反応の医学的助言等
※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可能性があります。

● 厚生労働省新型コロナワクチンコールセンター  
0120-761770 （フリーダイヤル）  

《受付時間》午前 9 時～午後 9 時 （土・日曜日、祝日も対応）　《相談内容》ワクチンの有効性や安全性等に関する疑問

発熱等の症状のある人の相談
息苦しさや強いだるさ、高熱などの強い症状がある場合はすぐに、発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が 4 日以上続く場合は

必ず、相談してください。医療機関を直接受診せず、まずかかりつけ医に電話相談してください。かかりつけ医を持たない場合
や休日・夜間は、きょうと新型コロナ医療相談センターに相談してください。
※高齢者や呼吸器疾患等の基礎疾患がある人等は、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状があれば、すぐに相談してください。

● きょうと新型コロナ医療相談センター  
FAX 075-414-5487　 coronasoudan@pref. kyoto.lg.jp　《受付時間》365 日 24 時間  

※メールやファクスでの問い合わせは、時間差が生じる可能性があります。

●一般的な相談窓口
■厚生労働省電話相談窓口　 0120-565653（フリーダイヤル） 《受付時間》午前 9 時～午後 9 時（土・日曜日、祝日も対応）

● 予防方法等に関すること  
市健康づくり推進課　 20-8793　 FAX 21-0406　《受付時間》午前 8 時半～午後 5 時 15 分（土・日曜日、祝日を除く）

保険料（国民健康保険・後期高齢者医療制度・介護保険）の減免
問国民健康保険課（ 20-8729）、年金医療課（ 21-0413）、介護保険課（ 20-8731）

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入の減少が見込まれる場合等、一定の要件を満たす人は
申請により保険料を減免することが出来ます。詳しくは、市ホームページで確認するか、各担当課へ問
い合わせてください。

接種予約は 接種予約は 「予約方法のご案内」が届いてから「予約方法のご案内」が届いてから
●「接種券」の送付「接種券」の送付
◎  16 歳～ 64 歳（昭和 32 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月1日生まれ）の人＝6 月下旬までに送付済み
◎  12 歳～ 15 歳（平成 18 年 4 月 2 日～平成 21 年 7 月 31日生まれ）の人＝7 月末頃送付予定
※ 12 歳は 7 月（発送する月）生まれまで。以降、誕生月ごと月末に発送していく予定です。
●「予約方法のご案内」の発送予定「予約方法のご案内」の発送予定
年齢の高い人から、ワクチン供給状況に合わせて段階的に発送する予定です。
※ワクチン接種予約及び予約等に関する問い合わせは、「予約方法のご案内」が届くまでお待ちください。

マスクをつけることが難しい人への配慮をお願いしますマスクをつけることが難しい人への配慮をお願いします
問障害福祉課（ 21-0419）

　障害特性や感覚過敏など、様々な原因によりマスクをつけることが困難な人がい
ます。
　「新しい生活様式」の基本的な感染対策としてマスク着用が当たり前となってい
る今、マスクをつけられない人がいることを知り、その特性や事情を理解し、お互
いに思いやりの心を持って過ごしましょう。

新型コロナワクチンのよくある質問にお答えします

Ｑ１：宇治市で使用しているワクチンの種類は何ですか？
Ａ１： 現在、宇治市の集団接種や個別の医療機関で使用しているワクチンは、ファイザー社製のワクチンです。
Ｑ 2：大規模接種や職域接種で使用されている武田 / モデルナワクチンとファイザー社製のワクチンの違いは？
Ａ 2： 現在、日本ではファイザー社と武田 / モデルナ社のワクチンが予防接種法における接種の対象となっています。有効性

については、いずれのワクチンも、海外で数万人単位の大規模な臨床試験が実施されており、発症予防効果は、ファイザー
社のワクチンが約 95％、武田 / モデルナ社のワクチンが約 94％と、高い効果が確認されています。 
接種後の主な副反応として、いずれのワクチンも、接種部位の痛み、疲労、頭痛、筋肉痛、悪寒、関節痛等が報告され
ています。臨床試験の結果では、武田 / モデルナ社のワクチンの方がこれらの発生頻度が 5 ～ 20 ポイント程度高く報
告されているほか、接種から１週間くらい経った後に、接種した部位の痛みや腫れなどがみられることが報告されてい
ます。こうした症状の大部分は、接種後数日以内に回復しています。 
接種間隔は、ファイザー社のワクチンは通常 1 回目から 3 週間後に、武田 / モデルナ社のワクチンは通常 1 回目から 4 週
間後に、2 回目の接種を行います。

＊6月30日現在、厚生労働省から発表されている情報等を基に作成しています。

事業者緊急支援金の申請を受付中
問産業振興課（ 39-9621）

《対象》 京都府の協力金の対象外で、対象月（3 年 1 ～ 7 月）の前年または前々年の同月と比
較して 15% 以上売り上げが減少している事業者（その他要件あり）

《支給額》 1 事業者当たり一律 10 万円　《受付期間》8 月 31 日（火）まで（消印有効）
詳しくは、申請要項で確認してください。申請要項・申請書類は、産業会館 1 階等に配架する他、市
ホームページから印刷も出来ます。
[ 受付期間の延長 ] 市政だより7 月 1 日号に掲載した受付期間（8 月 13 日〈金〉まで）を延長して受け付けて

います。

表紙の説明

 5 月下旬から 6 月下旬までに行わ
れたイベントや催しなどを写真でお
伝えします。

04		熱中症警戒アラート
 ＦＭうじで情報発信
 宇治川の鵜飼
  市長とにぎわいミーティング
06		宇治市出身の東京2020

オリンピック・パラリン
ピック出場選手の紹介
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01 7 月から始まる鵜飼に先立ち、
6/21、府立宇治公園の鵜小
屋で、19 羽の鵜の健康診断
が行われました。

02 5/31、三室戸寺本堂前大石
段で、赤 60 株、白 270 株、
青 270 株のあじさいが並べら
れ、「あじさい昇龍図」がお披
露目されました。

03 6/25、第 1 回「市長とにぎわい
ミーティング」を開催。地域団
体「北畠ラルゴ木幡」の活動に
松村市長が参加し、地域散策
と意見交換を行いました。詳し
くは 4 ページをご覧ください。

3 2

mailto:corona@city.uji.kyoto.jp
mailto:coronavaccine-call@pref.kyoto.lg.jp
mailto:coronasoudan@pref.kyoto.lg.jp


文化芸術振興基本計画策定
ワークショップ

～文化芸術について語りましょう～

問文化スポーツ課文化係（ 20-8724）

　市民の皆さんや文化芸術活動をしている人等で、
市の文化芸術について話し合ってみませんか。文化
芸術振興基本計画や皆さんの活動について意見交換
します。
時8月20日(金)午後2時～ 4時
所市役所8階大会議室
対市内在住・在勤・在学の人または市内を拠点に文化
芸術活動をする人や文化芸術に関心のある人
定抽30人
他事前検温・消毒・マスク着用にご協力ください。
申「宇治市文化芸術計画ワークショップ参加希望」・
氏名（ふりがな）・住所・電話番号・文化芸術活動をし
ている人は活動ジャンル（音楽・絵画・写真等）を、7
月15日（木）～ 30日（金）（必着）に、郵送・Eメール
か同課同係窓口（ bunkasportska@city.uji.
kyoto.jp）へ。

問秘書広報課（ 20-8701）
  今後の市政運営の参考とするため、松村市長が市民の皆
さんが活動されている場に参加し、意見交換を行います。

地域団体「北
きたばたけ

畠ラルゴ木幡」の活動に参加しました！

　6月25日（金）に第1回
目の「市長とにぎわい
ミーティング」を開催し、
北畠ラルゴ木幡の活動に
参加しました。住みなれ
た地域で安心して暮らせ
るよう、地域全体で支え
あう体制づくりを目指し、地域散策の後、活動をどう広
げるかや、皆さんへの広報の仕方について活発に意見交
換。それぞれのお住まいの地域で、コミュニケーション
をとりながら地域を作り上げていくことが大事だと感じ
ました。　　　　　　　　　　宇治市長　松村　淳子 

第１回 介護知識・
技術習得教室

問長寿生きがい課（ 20-8712）
　初めての介護で知っておきたいことや心構え、介護
者・要介護者が共に過ごしやすい生活の実現に向けた
知識や技術を習得します。
時9月15日（水）午後1時～ 3時
所生涯学習センター
講大倉一紀さん（京都岡本記念病院理学療法士）
対介護保険で要支援１以上の認定を受けている市民
を介護している家族等
定先20人
申所定の申込書を、7月15日（木）～ 8月31日（火）

（必着）に、郵送・ファックスか同課窓口（ FAX 21-0406）
へ。電話・Eメール（ kyositu-oubo@city.uji.kyoto.
jp〈件名に講座名を記入〉）の場合は、氏名・住所・電話
番号・生年月日、介護を要する人との続柄、介護を要
する人の氏名・住所（参加者と異なる場合のみ）・生年
月日・要介護度を連絡してください。参加決定者には
９月上旬に参加決定通知を送付します。

介護者リフレッシュ事業交流企画
ケアラー（介護者）に贈る時間

～その１ いろどる～

問社会福祉協議会（ 22-5650）
　在宅で要介護者等を介護している家族等のリフ
レッシュと互いの交流を深めるために交流会を開催
します。植物に親しみ、暮らしに彩りを加えてみま
せんか。
時9月3日(金)午前10時半～午後3時
所産業会館1階
対介護保険法に定める要介護認定・要支援認定を受
けた人（要介護者等）を在宅で介護する市民（要介護
者等が入所・入院中の場合は対象外）
定抽40人
内植物に親しむワークショップ（テラリウム等）、参
加者の交流等
￥無料（飲み物・食事等は各自で用意）
申参加者名（介護者名）・住所・電話番号・生年月日・介
護を要する人との続柄、介護を要する人の氏名・住
所・生年月日・要介護度を、7月16日（金）～ 8月13
日（金）（必着）に、郵送・電話・ファクスか同協議会窓
口（〒611-0021 宇治琵琶45　 FAX 22-5654）へ。

認知症を正しく
理解するための連続講座

問中宇治地域包括支援センター（ 28-3686）

　認知症を正しく理解し、認知症の人とその家族
を地域社会でサポート出来る人を育成します。
時9月4日(土)、10月2日（土）、11月6日（土）、
12月4日(土)
いずれも午前10時～正午
所西小倉地域福祉センター（小倉町山際）
対市内在住・在勤・在学で、全4回受講出来る人
定先40人
講森俊夫さん（府立洛南病院医師）他
￥500円
申7月16日（金）～ 8月31日（火）に、電話で、同
センターへ。

認知症家族支援プログラム
問中宇治地域包括支援センター（ 28-3686）

　各回前半は医師や専門職、家族の会会員のお話、
後半は家族同士の交流を行います。
時９月10日（金）、10月6日（水）、11月12日（金）
、12月10日（金）、4年1月7日（金）、2月9日（水）
いずれも午後1時～ 4時
所福祉サービス公社中宇治事業所（宇治琵琶）
対初期から中期の認知症の市内在住の人を在宅で
介護している人で、全6回受講出来る人
定先20人
講認知症の人と家族の会京都府支部会員、樋川毅
さん（宇治おうばく病院医師）、南宇治地域包括支
援センター職員他
￥無料
申7月16日（金）～ 8月31日（火）に、電話で、同
センターへ。
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天
気
予
報
な
ど
で
お
伝
え
し
ま
す
。

　
ま
た
、
環
境
省
や
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
他
、
環
境
省

で
は
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア

プ
リ
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。

▲ LINE 公式アカウント
　　　「環境省」

▲メール配信サービス

宇
治
川
の
鵜
飼

問  

観
光
協
会（

23・３
３
５
３
）

　
観
光
セ
ン
タ
ー（

23・３
３
３
４
）

　
宇
治
川
中
の
島
一
帯
で

鵜
飼
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
夏
の
夕
暮
れ
、
皆
さ

ん
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
今
年
度

は
貸
切
船
の
運
航
は
あ
り

ま
せ
ん
。

《
期
間
》

　
９
月
30
日（
木
）ま
で

　
※
荒
天
時
及
び
増
水
時
中
止

《
乗
船
場
所
》

　 
府
立
宇
治
公
園
中
の
島
　
喜
撰
橋
畔（
上

流
側
）

《
出
船
時
間
》

　・８
月
31
日（
火
）ま
で

　
　
受
付 

： 

午
後
5
時
頃
～

　
　
乗
船 

： 

午
後
6
時
半
～

　
　
出
船 

： 

午
後
7
時

　・９
月
１
日（
水
）～
30
日（
木
）

　
　
受
付 

： 

午
後
5
時
頃
～

　
　
乗
船 

： 

午
後
6
時
～

　
　
出
船 

： 

午
後
6
時
半

《
料
金（
税
込
み
）》

　・大
人（
中
学
生
以
上
）： 

２
千
円

　・小
学
生 

： 

千
円

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
の

た
め
、マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

5 4

https://www.wbgt.env.go.jp/sp/alert_mail_service.php
https://www.wbgt.env.go.jp/sp/line_notification.php
mailto:kyositu-oubo@city.uji.kyoto.jp


宇治市出身の
東京2020オリンピック・パラリンピック

出場選手の紹介

こども未来キャンパス開講 !!
問産業振興課（〒611-0021 宇治琵琶45番地の13　

39-9621）
　未来を担う子どもに向けた起業・経営を体感するス
クールを開講します。

小・中学生 高校生

回数
（8 月以降）

全 20 回連続（主に土
曜日、2 ～ 3 回 / 月）

全 8 回連続（主に土曜
日、1 回 / 月）

場所 主に産業交流拠点「うじらぼ」（産業会館）

対象 市内在住の小学４年
生程度～中学生と親 主に高校１～３年生

内容

商いやデザインを学
び、「 社 会 っ て 面 白
い！」を体感し、一人
ひとりがプロジェクト
を通して社会を少し変
化させることに挑戦

多様な働き方やビジネ
スの基礎等を学び、高
校生チームでビジネス
を構築

費用 無料

申し込み 7 月 14 日（水）～ 
8 月 13 日（金）

7 月 28 日（水）～ 
8 月 13 日（金）

体験
イベント

7 月 31 日（土）・ 
8 月 7 日（土） ー

ホーム
ページ

　詳しくはホームページを確認してください。

問文化スポーツ課スポーツ係（ 20-8724）

池本 凪
な ぎ さ

沙さん
【種目】競泳女子
800メートルリレー

【所属】株式会社イトマン
スイミングスクール

【経歴】2002年8月25日
生まれ
菟道第二小学校、宇治中
学校、近畿大学附属高校、
中央大学

【メッセージ】世界との差はまだまだありますが、精一
杯頑張りますので応援宜しくお願い致します!!

皆
みながわ

川 博
ひ ろ え

恵さん
【種目】レスリング女子　
76キロ級

【所属】クリナップ株式会社
【経歴】1987年8月19日
生まれ
三室戸小学校、東宇治中学
校、立命館宇治高校、立命
館大学

【メッセージ】戦う姿を見ていただき、皆さんの活力と
なればと思います。金メダルを見てもらえるよう頑張
りますので、応援よろしくお願いします!!

林 穂
ほ の か

之香さん
【種目】女子サッカー
（バックアップメンバーと
して選出）

【所属】AIKフットボール
（スウェーデン）
【経歴】1998年5月19日
生まれ
神明小学校、西宇治中学
校、久御山高校、同志社大
学、セレッソ大阪堺レ
ディース

みんなで
応援

しよう！！

フレー！フレー！
みんなで
応援しましょう !!

※    2019 年 1 月 1 日号
　市政だより新春対談
　取材時撮影
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情
報
B
O
X

力
医
療
機
関
で
配
布
）

健
康
・
福
祉

府
戦
没
者
追
悼
式

時
10
月
14
日（
木
）午
後
1
時
半
～
2
時
45
分

（
予
定
）　
所
国
立
京
都
国
際
会
館 

（
京
都
市
左

京
区
）　
対
市
内
在
住
の
戦
没
者
の
遺
族
等
参

列
を
希
望
す
る
人
　
定
抽
若
干
名（
過
去
に
参

列
し
た
こ
と
が
な
い
人
や
、
参
列
回
数
の
少
な

い
人
を
優
先
）　
申
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住

所
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
戦
没
者
等
と
の

続
柄
、
戦
没
者
等
の
氏
名
・
軍
隊
等
に
お
け
る

身
分（
陸
軍
・
海
軍
）、
送
迎
バ
ス
の
利
用
の
有

無
・
バ
ス
を
利
用
す
る
場
合
は
バ
ス
発
着
場

（
京
阪
宇
治
駅
・
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
・
近
鉄
小
倉

駅
・
近
鉄
大
久
保
駅
）、
付
添
人
の
有
無
を
、

7
月
30
日（
金
）（
必
着
）ま
で
に
、
郵
送
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
地
域
福
祉
課
窓

口（
FAX
21
・
0
4
0
7
　

chiikifukushi@
city.uji.kyoto.jp

）へ
。

「
に
じ
っ
こ
・
城
陽
」

南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

　
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
赤
ち
ゃ
ん
と
子
ど
も
、

家
族
の「
つ
ど
い
の
場
」で
す
。

時
8
月
7
日（
土
）午
前
10
時
～
正
午
　
所
府
聴

覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
寺
田
）　
対
0

歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ
の
あ
る
、
ま
た

は
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
子
と
家
族
　

内
見
て
わ
か
る
手
話
を
使
っ
た
手
遊
び
、
絵
本

読
み
聞
か
せ
、
子
育
て
で
使
え
る
ベ
ビ
ー
サ
イ

ン
、
手
話
学
習
、
情
報
交
換
等
　
申「
に
じ
っ

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。

　
夏
休
み
の
子
ど
も
向
け
の
催
し
は
、
タ
イ
ト

ル
前
に
夏
を
付
け
て
い
ま
す
。

こ
ど
も

２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
・
日
本
脳
炎
２
期

の
予
防
接
種
を
忘
れ
ず
に

　
小
学
生
で
受
け
る
定
期
予
防
接
種
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
時
期
に
接
種
す
る
こ
と
で
、
乳
児
期

に
受
け
た
予
防
接
種
の
免
疫
を
よ
り
強
く
す
る

効
果
が
あ
り
ま
す
。
対
象
年
齢
の
期
間
内
に
接

種
し
ま
し
ょ
う
。

対
◎
２
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
＝
11
歳
以
上
13
歳
未

満
◎
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
２
期
＝
９
歳
以
上
13

歳
未
満
　《
回
数
》い
ず
れ
も
1
回
　《
実
施
場

所
》協
力
医
療
機
関（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
）※
協
力
医
療
機
関
以
外
で
接

種
を
希
望
す
る
人
は
事
前
に
保
健
推
進
課
へ
。
　

持
母
子
健
康
手
帳（
予
診
票
は
同
課
ま
た
は
協

　掲
載
後
に
事
業
の
中
止
や
延
期
等
が
決

定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
開
催
状

況
は
、
各
記
事
に
掲
載
の
問
い
合
わ
せ
先

に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　参
加
す
る
場
合
は
、
体
温

測
定
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
マ
ス
ク
着
用
等
の
徹
底

を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
・
城
陽
申
込
」・
氏
名
・
連
絡
先
を
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、
同
セ
ン
タ
ー

（

30
・
9
0
0
0
　
FAX
55
・
7
7
0
8
　

nanbu-nanchoyoji@
kyoto-chogen.

or.jp

）へ
。

聞
こ
え
に
く
さ
を
感
じ
て
い
る
人
の

た
め
の
交
流
会「
み
な
み
か
ぜ
ひ
ろ
ば
」

時
８
月
1８
日（
水
）午
後
１
時
半
～
３
時
　
所
府

聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
城
陽
市
寺
田
）　
対

市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手
帳
非
該
当
の
難
聴

者
　
申
８
月
10
日（
火
）ま
で
に
、
郵
送
・
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
610
・

0
1
2
1
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
‐
64
　

30
・
9
0
0
0
　
FAX
55
・
7
7
0
8
）へ
。

介
護
保
険
課

問
同
課

	●
介
護
保
険
負
担
割
合
証
を
送
付

　
要
介
護
・
要
支
援
・
事
業
対
象
者
の
認
定
を

受
け
た
人
に
対
し
て
、
８
月
か
ら
使
う「
介
護
保

険
負
担
割
合
証
」を
７
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の「
利
用
者

負
担
の
割
合
」が
記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
は
必
ず
介
護
保

険
事
業
所
や
施
設
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

	●	

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
の
減
額
制
度

申
請
・
更
新
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　
介
護
保
険
で
は
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と

施
設
等
へ
支
払
う
利
用
料
を
減
額
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
減
額
認
定
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
既
に
減
額
認
定
を
受
け
て
い
る
人

も
、
7
月
31
日（
土
）で
有
効
期
限
が
切
れ
る
の

で
、
更
新
の
手
続
を
し
て
く
だ
さ
い（
対
象
者

に
は
６
月
上
旬
に
文
書
を
送
付
し
ま
し
た
）。

生
涯
学
習・ス
ポ
ー
ツ

木
幡
公
民
館

問
同
館（

3９
・
9
1
9
３
）

	●
こ
は
た
大
発
見

　
な
ぜ
太
閤
堤
が
つ
く
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
後
木

幡
は
ど
う
変
わっ
た
の
か
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

時
8
月
1８
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午
　
対
市
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
　
定
先
60
人
　
講
杉

本
宏
さ
ん（
京
都
芸
術
大
学
教
授
）　
持
筆
記
用

具
　
申
7
月
16
日（
金
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓

口
へ
。

 ●
夏
夏
休
み	

は
な
ま
る
工
作
教
室

　
し
か
け
貯
金
箱
を
作
り
ま
す
。

時
7
月
2９
日（
木
）午
前
9
時
半
～
正
午
　
対
市

内
在
住
の
小
学
３
年
生
以
上
　
定
先
15
人
　
講

木
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ギ
コ
ギ
コ
ト
ン
ト
ン
く

ら
ぶ
」の
皆
さ
ん
　
￥
３00
円（
材
料
費
）　
申
7

月
16
日（
金
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
琵
琶
45
‐
14

39
・
9
5
0
0
FAX
39
・
9
5
0
1

shogaigakushu@
city.uji.kyoto.jp

 ● 

夏
う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
事
業

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

（
子
ど
も
編
＆
大
人
編
）

時
◎
子
ど
も
編
＝
8
月
7
日（
土
）◎
大
人
編
＝

10
月
31
日（
日
）、
い
ず
れ
も
午
後
2
時
～
3
時

対
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人（
子
ど
も
編
は

小
学
生
以
下〈
未
就
学
児
は
保
護
者
要
同
伴
〉）
　

定
先
◎
子
ど
も
編
＝
10
人
◎
大
人
編
＝
15
人
　

内
◎
子
ど
も
編
＝
絵
・
工
作
◎
大
人
編
＝
写
真

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費 

生
活・求
人

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

健
康・福
祉

こ
ど
も
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の
切
り
貼
り
で
コ
ラ
ー
ジ
ュ
体
験
　
￥
各
500
円
　

申
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
を
、
7
月
16
日

（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

ア
ー
ト
セ
ラ
ピ
ー
フ
ル
ー
ル
今
井
さ
ん（

050
・

5
３
7
5
・
2
1
5
0
　

arttherapy.
fleur@

gm
ail.com

）へ
。

	●	

宇
治
市
民
大
学
3
年
度
後
期
受
講
生
募
集

歴
史
文
学
塾「
戦
国
時
代
の
京
都
を
歩
く

～
洛
中
洛
外
図
屏
風
の
な
か
の
世
界
～
」

時
内
表
の
と
お
り
。
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
11

時
半（
3
月
26
日〈
土
〉の
み
午
前
10
時
～
正
午
）　

定
先
150
人
　
講
河
内
将
芳
さ
ん（
奈
良
大
学
教

授
）　
￥
各
回
700
円
　
申「
歴
史
文
学
塾
」、
氏

名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
、
7
月
20
日（
火
）～
8
月
10
日（
火
）（
消
印

有
効
）に
、
郵
送
で
、
宇
治
市
民
大
学
事
務

局
・
吉
田
さ
ん（
〒
611
・
0
0
0
2
木
幡
熊
小

路
1９

‐

4８
）へ
。
　
問
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
同
事

務
局（

080
・
1
5
2
6
・
6
0
4
2
）

開
催
日

内
容

８
／
2８ 

（ 土 ）

上
京
を
歩
く

10
／
９ 

（ 土 ）

下
京
を
歩
く

12
／
11 

（ 土 ）

鴨
川
を
渡
る

３
／
26 

（ 土 ）

千
本
・
北
野
・
洛
西
を
め
ぐ
る

人
権
・
平
和

Ｕ
Ｊ
Ｉ
あ
さ
ぎ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
１
　
企
画
募
集

　
男
女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
日
頃
の
活
動
を
生
か
し
て
、
一

緒
に
楽
し
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
作
り
ま
せ
ん

か
。

時
11
月
下
旬
～
12
月
上
旬
の
土
・
日
曜
日
の
2

日
間（
午
前
10
時
～
午
後
3
時
）を
予
定
　
所
男

女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
及
び
市
内
に
活
動
拠
点
が
あ

る
団
体
　《
募
集
内
容
》フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
趣

旨
に
沿
っ
た
パ
ネ
ル
展
示
、
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
、

音
楽
等
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
参
加
型
講
習
会
等

（
い
ず
れ
も
自
主
的
に
運
営
が
出
来
、
政
治
・

宗
教
・
営
利
目
的
と
し
な
い
も
の
に
限
る
）※
応

募
多
数
の
場
合
は
選
考
。
他
の
企
画
と
重
な
る

場
合
は
調
整
。
　
申
氏
名（
団
体
は
団
体
名
と

代
表
者
名
）・
住
所
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
・
企
画
内
容（
日
時
希
望
の
場
合
は
そ
の
旨

も
）を
、
8
月
31
日（
火
）ま
で（
必
着
）に
、
郵

送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ
メ
ー
ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口

（

3９
・
9
３
7
7
　
FAX
3９
・
9
３
7
8
　

ouboyum
eria@

city.uji.kyoto.jp

）へ
。

文
化
・
芸
術
・
歴
史

古
典
の
日

《
共
通
》申
各
申
込
期
日
ま
で
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
HPhttps://hellokcb.or.jp/kotennohi/

）

に
あ
る
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
往
復
は

が
き
に
、
事
業
名
・
参
加
希
望
人
数（
2
人
ま

で
）・
応
募
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電

話
番
号
、
同
伴
者
の
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・

電
話
番
号
を
、
返
信
用
の
表
に
も
応
募
者
の
氏

名
・
住
所
を
書
き
、
古
典
の
日
推
進
委
員
会

（
〒
600 

・
8
0
0
9
京
都
市
下
京
区
四
条
通
室

町
東
入
函
谷
鉾
町
7８
番
地 

京
都
経
済
セ
ン
タ
ー

3
階〈
公
財
〉京
都
文
化
交
流
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
内
　

075
・
３5３
・
３
0
6
0
）へ（
1

通
に
つ
き
1
事
業
か
つ
2
人
ま
で
。
3
人
以

上
・
重
複
・
期
日
を
過
ぎ
た
応
募
等
は
無
効
）。

※ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
入
場
を
制
限
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

	●「
古
典
の
日
文
化
基
金
賞
」授
賞
式

　「
古
典
の
日
文
化
基
金
賞
」は
、
日
本
の
古
典
文

化
の
研
究
・
普
及
・
啓
発
活
動
に
大
き
く
貢
献
し

た
人
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
通
じ
、
古
典
の
日
の

推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
国
内
外
か
ら
の
候
補
者
105
件
の
中
か
ら
、

候
補
者
情
報
調
査
会
、
選
考
委
員
会
で
の
厳
正

な
審
議
に
よ
り
受
賞
者
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ

の
授
賞
式
と
記
念
の
講
演
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

時
9
月
3
日（
金
）午
後
1
時
～
3
時
20
分
　
所

府
立
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ（
京
都
市
上
京
区
）　

定
抽
400
人
　
講
彬
子
女
王
殿
下 

他
　
申
8
月

10
日（
火
）ま
で（
必
着
）

	●
古
典
の
日
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
2
1

　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
平
家
物
語
」で
す
。
浅
見

和
彦
さ
ん（
成
蹊
大
学
名
誉
教
授
）に
よ
る「
西

行
・
長
明
・
定
家
の
見
た
源
平
の
争
乱
」の
講

演
や
、
安
田
登
さ
ん（
能
楽
師
）を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
実
施
し

ま
す
。

時
11
月
1
日（
月
）午
後
1
時
～
3
時
50
分
　
所

京
都
劇
場（
京
都
市
下
京
区
）　
定
抽
909
人
　
申

7
月
15
日（
木
）～
8
月
27
日（
金
）（
必
着
）

	●	

フ
ォ
ー
ラ
ム「
古
典
の
世
界
を
読
む

2
0
2
1
」

　
古
典
の
日
朗
読
コ
ン
テ
ス
ト
の
公
開
最
終
審

査
会
と
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。
篠
笛
演
奏
や
講

演
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

時
11
月
20
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時
35
分
　
所

金
剛
能
楽
堂（
京
都
市
上
京
区
）　
定
抽
412
人
　

講
荒
木
浩
さ
ん（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
）　
￥
500
円
　
申
7
月
15
日（
木
）～

9
月
16
日（
木
）（
必
着
）

図
書
館

中
央
図
書
館

　〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

　
　
　
　

  

39
・
9
2
5
6
FAX
39
・
9
2
5
7

８
月
の
休
館
日

２
日（
月
）・
10
日（
火
）・
16
日（
月
）・
23
日

（
月
）・
26
日（
木
）・
30
日（
月
）

８
月
の
お
は
な
し
会

時
所
◎
１
日（
日
）＝
中
央
図
書
館
◎
８
日（
日
）

＝
東
宇
治
図
書
館
◎
1８
日（
水
）＝
西
宇
治
図
書

館
、
い
ず
れ
も
午
後
3
時
半
～
4
時
　
対
幼
児

～
　
内
手
あ
そ
び
、
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
等

８
月
の
お
は
な
し
の
へ
や

時
所
◎
７
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝
西
宇

治
図
書
館
◎
21
日（
土
）午
後
３
時
半
～
４
時
＝

中
央
図
書
館
◎
2８
日（
土
）午
前
11
時
～
11
時
半

＝
東
宇
治
図
書
館
　
内「
お
は
な
し
た
ま
て
ば

こ
」に
よ
る
素
話

図
書
館
お
す
す
め
の
本

も
し
も
徳
川
家
康
が
総
理
大
臣
に
な
っ
た
ら

　 

眞
邊
明
人
／
著

サ
ン
マ
ー
ク
出
版

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
た
総

理
が
死
亡
し
、
日
本
は
混
乱
に
陥
り
ま
す
。

そ
こ
で
政
府
は
、
Ａ
Ｉ
と
ホ
ロ
グ
ラ
ム
技
術

に
よ
り
偉
人
た
ち
を
復
活
さ
せ
た
最
強
内

閣
に
日
本
を
託
し
ま
す
。

　
徳
川
家
康
が
総
理
大
臣
、
坂
本
龍
馬
が

官
房
長
官
、
豊
臣
秀
吉
が
財
務
大
臣
に
な

る
な
ど
、
時
代
を
超
え
た
精
鋭
で
結
成
し

た
内
閣
は
日
本
を
救
う
こ
と
が
出
来
る
の

か
、
心
躍
る
ス
ト
ー
リ
―
で
す
。

中
央
図
書
館

問
同
館（

3９
・
9
2
5
6
）

 ● 

夏
夏
休
み
科
学
実
験
教
室

「
じ
し
ゃ
く
の
ふ
し
ぎ
」

時
7
月
2８
日（
水
）午
後
2
時
半

～
4
時
　
対
小
学
3
・
４
年
生
　

定
先
10
人
　
講
山
口
誠
さ
ん

（
市
内
小
学
校
教
諭
）　
￥
200
円（
材
料
費
）　
申

7
月
16
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
同
館

窓
口
へ
。

 ●
夏
夏
休
み
読
書
感
想
文
の
書
き
方
教
室

時
8
月
6
日（
金
）午
後
2
時
半
～
3
時
半
　
所

中
央
公
民
館
　
対
市
内
在
住
の
小
学
３
・
４
年

生
と
保
護
者（
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
10
組

（
今
回
初
め
て
参
加
の
人
を
優
先
）　
講
橋
本
京

子
さ
ん（
京
都
文
教
大
学
教
授
）　
持
筆
記
用
具
　

申
7
月
16
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話
か
中

央
図
書
館
窓
口
へ
。

 ●
夏
夕
涼
み
の
お
は
な
し
会

　
閉
館
後
の
図
書
館
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
怖
い
お

は
な
し
を
聞
い
て
夏
の
夕
暮
れ
を
涼
し
く
過
ご

し
ま
せ
ん
か
。

時
8
月
13
日（
金
）午
後
6
時
半
～
7
時
10
分
　

対
小
学
１
～
４
年
生
と
保
護
者
　
定
先
7
組
14

人
　
申
7
月
23
日（
金
）午
前
9
時
か
ら
、
電
話

か
同
館
窓
口
へ
。

東
宇
治
図
書
館

問
同
館（

3９
・
9
1
8
2
）

	●
赤
ち
ゃ
ん
お
は
な
し
会
０
・
１
・
２

時
7
月
21
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時
　
所
東

宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
０
～
２
歳

と
保
護
者
　
定
先
10
組
　
内
手
遊
び
・
わ
ら
べ

歌
・
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
　
申
7
月

15
日（
木
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

	●	

夏
夏
休
み
工
作
教
室

し
か
け
貯
金
箱
を
作
ろ
う
！

時
8
月
4
日（
水
）午
前
10
時
～
11
時
45
分
　
所

東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
小
学
３

～
６
年
生
　
定
先
8
人
　
講
木
工
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ク
ル「
ギ
コ
ギ
コ
・
ト
ン
ト
ン
く
ら
ぶ
」

の
皆
さ
ん
　
￥
３00
円（
材
料
費
）　
申
7
月
20
日

（
火
）か
ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

	●
ぬ
い
ぐ
る
み
の
図
書
館
お
と
ま
り
会

　
お
気
に
入
り
の
ぬ
い
ぐ
る
み
と
一
緒
に
お
は

な
し
会
を
楽
し
ん
だ
後
、
ぬ
い
ぐ
る
み
を
図
書

館
に
お
と
ま
り
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。
夜
の
図

書
館
で
過
ご
す
ぬ
い
ぐ
る
み
た
ち
の
写
真
を
、

お
迎
え
時
に
渡
し
ま
す
。

時
8
月
25
日（
水
）午
前
10
時
半
～
11
時
10
分
　

所
東
宇
治
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
対
未
就

学
児（
保
護
者
要
同
伴
）　
定
先
10
組
　
他
ぬ
い

ぐ
る
み
の
お
迎
え
は
、
８
月
27
日（
金
）午
前
９

時
以
降
。
　
申
8
月
5
日（
木
）か
ら
、
電
話
か

同
館
窓
口
へ
。

西
宇
治
図
書
館

問
同
館（

3９
・
9
2
2
6
）

	●	

夏
夏
休
み
リ
サ
イ
ク
ル
工
作
教
室「
廃
ガ

ラ
ス
で
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
！
」

時
8
月
11
日（
水
）午
前
10
時
～
正
午
　
所
西
小

倉
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
対
小
学
生
　
定
先
15

人
　
￥
500
円（
材
料
費
）　
申
7
月
17
日（
土
）か

ら
、
電
話
か
同
館
窓
口
へ
。

 ● 

夏
夜
の
ド
キ
ド
キ

　
お
は
な
し
会

　
閉
館
後
の
図
書
館
で
、
怪

談
話
な
ど
の
こ
わ
～
い
お
は

な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

時
8
月
12
日（
木
）・
13
日（
金
）午
後
5
時
15
分

～
5
時
45
分
　
対
小
学
生
　
定
先
10
人（
当
日

受
付
）　
持
本
を
借
り
た
い
人
は
貸
出
券

文
化
セ
ン
タ
ー

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1
‐
1

39
・
9
3
3
3
FAX
39
・
9
3
3
9

【
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ
ト
】宇
治
シ
ネ
マ
劇
場

ス
パ
イ
の
妻〈
劇
場
版
〉

　
今
回
は
特
別
料

金
で
上
映
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
確
認
出

来
ま
す
。
マ
ス
ク

着
用
、
検
温
・
記

名
入
場
に
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

上
映
途
中
で
換
気

休
憩
を
行
い
ま
す
。

時
8
月
14
日（
土
）◎
午
前
10
時
半
～（
開
場
は

午
前
10
時
）◎
午
後
2
時
～（
開
場
は
午
後
1
時

半
）　
所
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
　
定
650
人
　

￥
◎
前
売
券
＝
500
円
◎
当
日
券
＝
700
円（
全
席

自
由
）

《
チ
ケ
ッ
ト
は
次
の
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
発
売
中
》

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光
セ
ン
タ
ー
、
市
観
光

案
内
所（
Ｊ
Ｒ
宇
治
駅
前
・
近
鉄
大
久
保
駅
構

内
）、
市
内
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
ア

ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治
東
※
文
化
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
購
入
出
来
ま
す
。

「古典の日文化基金賞」
受賞者

▲角田光代さん

▲沖縄伝統組踊「子の会」

▲過去の同フェスティバルの様子

©KIKUKO USUYAMA

©2020NHK,NEP,Incline,C&I

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費 

生
活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

人
権・平
和

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

9

記号の説明

8

時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）

宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。
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源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45
‐
26

39
・
9
3
0
0
FAX
39
・
9
3
0
1

《
共
通
》申
往
復
は
が
き
に
、
講
座
名
・
氏
名

（
ふ
り
が
な
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
書
き
、
各

申
し
込
み
期
日
ま
で
に
、
同
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

へ
。
1
枚
の
は
が
き
に
つ
き
1
人
ま
で（
持
参

の
場
合
は
、
返
信
用
は
が
き
だ
け
で
可
）。

夏

大
人
と
子
ど
も
能
楽
鑑
賞
会

能
楽
玉
手
箱

　
古
典
芸
能
の
一
つ
で
あ
る
能
の
中
か
ら
、

「
源
氏
物
語
」や
宇
治
が
舞
台
の
作
品
を
取
り
上

げ
、
謡
や
仕
舞
を
鑑
賞
し
、「
源
氏
物
語
」や
古

典
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

時
8
月
17
日（
火
）午
後
1
時
半
～
3
時
45
分
　

所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
対
小
学
４
年
生
以
上

（
小
学
生
は
保
護
者
要
同
伴
。
申
込
時
に
同
伴

の
保
護
者
1
人
と
小
学
生
の
氏
名
を
記
入
）
　

定
抽
８0
人
　
講
味
方
團
さ
ん（
能
楽
観
世
流〈
か

ん
ぜ
り
ゅ
う
〉シ
テ
方
）、
田
茂
井
廣
道
さ
ん

（
能
楽
観
世
流
シ
テ
方
）　
￥
高
校
生
以
上
600
円
　

申
8
月
5
日（
木
）ま
で（
必
着
）。

連
続
講
座
　
橋
を
め
ぐ
る
物
語

―
宇
治
川
の
彼あ

な
た
こ
な
た

方
此
方
―

第
4
回
宇
治
川
合
戦
と
承
久
の
乱

　
古
代
か
ら
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
宇
治
の
地

は
、
数
多
く
の
合
戦
の
舞
台
と
な
り
ま
し
た
。

「
平
家
物
語
」に
描
か
れ
た
宇
治
川
先
陣
争
い
や

ち
ょ
う
ど
800
年
前
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
に
お

け
る
宇
治
川
合
戦
に
つ
い
て
の
講
座
で
す
。

時
8
月
1９
日（
木
）午
後
2
時
～
3
時
半（
受
け

付
け
は
午
後
１
時
半
～
）　
所
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
　
定
抽
８0
人
　
講
川
合
康
さ
ん（
大
阪
大

学
教
授
）　
￥
600
円
　
申
7
月
31
日（
土
）ま
で

（
必
着
）

産
業・消
費
生
活・求
人

サ
ポ
ス
テ
京
都
南
・
職
業
適
性
診
断

＆
個
別
相
談
会

時
7
月
1９
日（
月
）午
後
1
時
半
～
5
時
　
対
15

歳
～
4９
歳
で
仕
事
に
就
い
て
い
な
い
人（
学
生

を
除
く
）や
そ
の
家
族
　
内
職
業
選
択
に
役
立

つ
適
性
診
断
と
就
労
相
談（
1
人
40
分
程
度
）　

申
当
日
の
午
後
4
時
ま
で
に
、
電
話
で
、
地
域

若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南（

54
・
5
３
8
0
）へ
。

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

《
共
通
》対
府
内
在
住
・
在
勤
の
人
　
申
各
受
付

開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
添
え
、
同
セ
ン
タ
ー

窓
口（

46
・
0
6
8
8
）へ
。

	●
は
じ
め
て
の
エ
ク
セ
ル（
入
門
）

時
8
月
20
日
～
9
月
1
日
の
月
・
水
・
金
曜

日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
半

（
6
回
）　
定
先
10
人
　
￥
1
万
6
5
0
0
円

（
別
途
要
教
材
費
）　
申
7
月
20
日（
火
）～

	●	

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
電
子
回
路

（
応
用
コ
ー
ス
）

時
8
月
21
日
～
11
月
27
日
の
土
曜
日
、
い
ず
れ

も
午
後
2
時
～
4
時（
15
回
）　
定
先
10
人
　
￥

4
万
500
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
7
月
20
日

（
火
）～

	●
ワ
ー
ド
初
級

時
8
月
30
日
～
9
月
16
日
の
月
・
木
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
6
時
半
～
9
時（
6
回
）　
定
先
10

人
　
￥
1
万
6
5
0
0
円（
別
途
要
教
材
費
）
　

申
7
月
30
日（
金
）～

	●	

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語「Python３

」

初
心
者
講
座

時
9
月
1
日
～
9
月
2９
日
の
水
・
金
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
6
時
半
～
9
時（
休
講
日
あ
り
。

8
回
）定
先
10
人
　
￥
2
万
2
千
円（
別
途
要
教

材
費
）　
申
8
月
2
日（
月
）～

	●
和
裁
講
座

時
9
月
1
日
～
11
月
1９
日
の
水
・
金
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
4
時（
休
講
日
あ
り
。

20
回
）　
定
先
1９
人
　
￥
1
万
5
0
0
0
円
　

申
8
月
2
日（
月
）～

	●	

日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
試
験
対
策
プ
レ
ゼ
ン
資

料
作
成
２
級
編（Pow

er	Point

）

時
9
月
4
日
～
10
月
1９
日
の
火
・
土
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
7
時
～
9
時（
休
講
日
あ
り
。
12

回
）　
定
先
10
人
　
￥
1
万
9
8
0
0
円（
別

途
要
教
材
費
）　
他
リ
モ
ー
ト
対
応
可
　
申
8

月
4
日（
水
）～

	●
は
じ
め
て
の
ワ
ー
ド（
活
用
）

時
9
月
6
日
～
9
月
22
日
の
月
・
水
・
金
曜

日
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
半
～
午
後
3
時
半

（
休
講
日
あ
り
。
6
回
）　
定
先
10
人
　
￥
1
万

6
5
0
0
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
8
月
6

日（
金
）～

	●
日
商
簿
記
検
定
３
級
試
験
対
策
講
座

時
9
月
7
日
～
11
月
5
日
の
火
・
金
曜
日
、
い

ず
れ
も
午
後
6
時
半
～
9
時（
17
回
）　
定
先
15

人
　
￥
2
万
6
千
円（
別
途
要
教
材
費
）　
申
8

月
７
日（
土
）～

公
民
館
等
管
理
員（
会
計
年
度
任
用
職

員
）の
募
集

《
勤
務
内
容
》公
民
館
等
の
施
設
管
理
　《
任
用

期
間
》10
月
１
日
～
４
年
３
月
31
日
　《
勤
務

日
》館
長
等
が
指
定
す
る
日
　《
勤
務
時
間
》午

前
８
時
半
～
午
後
10
時
の
う
ち
館
長
等
が
指
定

す
る
時
間
　《
勤
務
場
所
》市
内
の
公
民
館
ま
た

は
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　《
報
酬（
時
間
額
）》994

円
　《
募
集
人
数
》若
干
名
　《
選
考
方
法
》面
接
　

申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）を
、
７
月
2９
日

（
木
）ま
で
に
、
郵
送
か
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓

口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
市
宇
治
琵
琶
45-

14
　

3９
・
9
5
0
0
）へ
。

市
立
保
育
所
会
計
年
度
任
用
職
員

（
保
育
士
・
パ
ー
ト
保
育
職
員
）

	●
共
通

《
任
用
期
間
》9
月
1
日
～
4
年
3
月
31
日（
更

新
有
り
）　《
募
集
人
数
》若
干
名
　《
選
考
方

法
》い
ず
れ
も
面
接
　
申
市
販
の
履
歴
書（
要
写

真
）に
、
保
育
士
資
格
を
有
す
る
人
は
免
許
証

の
写
し
を
添
え
、
8
月
2
日（
月
）ま
で
に
、
保

育
支
援
課
窓
口
へ（
代
理
可
、
郵
送
不
可
）。

	●
嘱
託
保
育
士

《
勤
務
内
容
》保
育
業
務
全
般
の
補
助
　《
資
格
》

保
育
士
資
格
　《
勤
務
場
所
》市
立
保
育
所（
異

動
あ
り
）　《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
の
午

前
8
時
半
～
午
後
5
時
15
分（
平
日
の
う
ち
1

日
休
日
）◎
土
曜
日
の
午
前
８
時
半
～
正
午
　

《
報
酬（
月
額
）》17
万
1
4
7
7 

円（
他
手
当

あ
り
）

	●
嘱
託
パ
ー
ト
保
育
職
員
①

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に
保

育
を
担
当
　《
勤
務
場
所
》市
立
保
育
所（
宇
治

保
育
所
・
西
小
倉
保
育
所
）　《
勤
務
日
時
》◎

月
～
金
曜
日
の
午
前
7
時
半
～
9
時
と
午
後

4
時
半
～
6
時
半
の
間
で
指
定
す
る
3
時
間

◎
土
曜
日
の
午
前
7
時
半
～
9
時
と
正
午
～

午
後
6
時
半
の
間
で
指
定
す
る
7
時
間
　《
報

酬（
月
額
）》10
万
6
5
8
３ 

円（
他
手
当
有
り
）

	●
嘱
託
パ
ー
ト
保
育
職
員
②

《
勤
務
内
容
》正
職
保
育
士
の
勤
務
時
間
外
に

保
育
を
担
当
　《
勤
務
場
所
》木
幡
保
育
所
　

《
勤
務
日
時
》◎
月
～
金
曜
日
の
午
前
7
時
～

9
時
と
午
後
4
時
半
～
7
時
の
間
で
指
定
す

る
3
・
5
ま
た
は
4
時
間
◎
土
曜
日
の
午
前

7
時
～
9
時
と
正
午
～
午
後
7
時
の
間
で
指

定
す
る
7
時
間
　《
報
酬（
月
額
）》
12
万

4
7
8
2 

円（
他
手
当
有
り
）

市
立
保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員
の
登
録

　
登
録
者
の
中
か
ら
必

要
に
応
じ
て
選
考
の
上
、

随
時
任
用
し
ま
す
。
夏

季
限
定
な
ど
短
期
間
勤

務
の
ア
ル
バ
イ
ト
職
員

も
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
職
種
》保
育
職
員
、
調

理
員
、
用
務
員（
い
ず
れ
も
資
格
不
問
）　《
勤

務
時
間
》①
午
前
8
時
半
～
午
後
5
時（
勤
務

時
間
相
談
可
）②
午
前
7
時
～
9
時
、
午
後
4

時
半
～
7
時（
い
ず
れ
か
の
み
も
可
）（
②
は
保

育
職
員
の
み
）　《
報
酬
》◎
日
額
7
2
2
0 

円
～ 

7
5
9
0 

円
◎
時
間
額
96３
円
～ 

1
1
0
8 

円（
資
格
、
業
務
内
容
に
よ
る
）
　

申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）に
、
保
育
士
資

格
を
有
す
る
人
は
免
許
証
の
写
し
を
添
え
、

本
人
が
保
育
支
援
課
窓
口
へ
。

合
同
就
職
説
明
会

　
民
間
保
育
所（
園
）・
民
間
認
定
こ
ど
も
園
の

人
材
確
保
の
た
め
、
保
育
士
等
を
対
象
と
し
た

説
明
会
を
開
催
し
ま
す（
6
月
20
日〈
日
〉開
催

を
延
期
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
）。

時
8
月
9
日（
祝
）午
後
1
時
～
3
時
半
　
所
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
問
保
育
支
援
課

育
成
学
級
指
導
員
補
助

（
ア
ル
バ
イ
ト
）

《
勤
務
内
容
》市
内
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
が

過
ご
す
育
成
学
級
の
指
導
員
の
補
助
　《
勤
務

場
所
》市
内
小
学
校
に
あ
る
育
成
学
級
　《
資

格
》高
校
卒
業
程
度
以
上
　《
報
酬（
時
給
額
）》

987
円（
交
通
費
は
別
途
支
給
）　《
募
集
人
数
》若

干
名
　《
試
験
日
》随
時
実
施（
応
募
の
際
に
日

程
調
整
）　
申
履
歴
書（
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
要
写

真
）を
、
本
人
が
こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
へ（
郵
送

不
可
）。
書
類
選
考
の
う
え
、
必
要
に
応
じ
て

随
時
任
用
し
ま
す
。
勤
務
日
、
勤
務
場
所
な
ど

は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

育
成
学
級
夏
休
み
ア
ル
バ
イ
ト

　
夏
休
み
に
ア
ル
バ
イ
ト
が
出
来
る
人（
大
学

等
に
在
学
す
る
学
生
を
含
む
）を
募
集
し
ま
す
。

《
勤
務
日
・
時
間
》7
月
21
日（
水
）～
8
月
26
日

（
木
）午
前
8
時
半
～
午
後
6
時
半
の
間
で
指
定

す
る
日
時（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
8
月
13
日

〈
金
〉～
16
日〈
月
〉を
除
く
。
勤
務
日
時
は
応
相

談
）　《
勤
務
場
所
》市
内
小
学
校
に
あ
る
育
成

学
級
　《
報
酬（
時
給
額
）》987
円（
交
通
費
は
別

途
支
給
）　
申
履
歴
書（
要
写
真
）を
、
本
人
が

こ
ど
も
福
祉
課
窓
口
へ
。
書
類
選
考
の
上
、
必

要
に
応
じ
て
随
時
任
用
し
ま
す
。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費 

生
活・求
人

産
業・消
費 

生
活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

11
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マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
巡
回
相
談

　
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
に
よ
る
個
別
就
業

相
談（
①
女
性
再
就
職
支

援
コ
ー
ナ
ー
）、
自
立
に

向
け
た
就
業
相
談
・
生

活
相
談
、
就
職
活
動
に

役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
の
案
内（
②
ひ
と
り
親
自
立

支
援
コ
ー
ナ
ー
）を
行
い
ま
す
。

時
8
月
17
日（
火
）午
前
10
時
～
午
後
4
時
　

所
ゆ
め
り
あ 

う
じ
　
対
働
き
た
い
女
性
・
ひ

と
り
親
家
庭
の
人
　
定
先
各
コ
ー
ナ
ー
5
人
　

申
8
月
7
日（
土
）ま
で
に
、
電
話
で
①
は
マ

ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
総
合
受
付（

075
・

692
・
３
4
4
5
）、
②
は
府
ひ
と
り
親
自
立
支

援
コ
ー
ナ
ー（

075
・
662
・
３
7
7
３
）へ
。

ひ
と
り
親
全
力
サ
ポ
ー
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
出
張
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
）

　
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
の
提
出
時
期
に

合
わ
せ
て
、
市
役
所
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
臨

時
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

時
8
月
4
日（
水
）・
16
日（
月
）・
25
日（
水
）い

ず
れ
も
午
後
1
時
～
4
時
半
　
所
市
役
所
２

階
201
会
議
室
　
対
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
　
問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
治（

20
・
8
6
1
9
）

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
城
南

　
豊
富
な
求
人
情
報
の
提
供
、
仕
事
探
し
に

関
す
る
お
悩
み
相
談
等
、
仕
事
探
し
を
徹
底

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
　
問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
城
南（

46
・
4
0
1
0
）

自
衛
官
の
募
集

　
資
格
等
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
自

衛
隊
京
都
」と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

《
募
集
種
目
》航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自

衛
官
候
補
生
　
問
宇
治
地
域
事
務
所（

44
・

7
1
３
9
）

催
し

と
も
い
き（
共
生
）フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
×

に
こ
に
こ
ル
ー
ム

《
共
通
》所
京
都
文
教

大
学
・
短
期
大
学
　

他
小
雨
決
行
・
雨
天

中
止
　
申
各
申
込
期

日
ま
で
に
、
電
話
で
、

同
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド

リ
サ
ー
チ
オ
フ
ィ
ス（

25
・
2
6
３
0
）へ
。

	●
水
あ
そ
び
で
一
緒
に
あ
そ
ぼ
う
！

時
7
月
27
日（
火
）午
前
10
時
半
～
11
時
半
　
対

未
就
学
児
と
保
護
者（
保
護
者
要
同
伴
）　
定
抽

30
人
　
申
7
月
1９
日（
月
）ま
で

 ●
夏
キ
ャ
ン
パ
ス
を
探
検
！

時
8
月
22
日（
日
）◎
午
前
の
部
＝
午
前
10
時
～

11
時
半
◎
午
後
の
部
＝
午
後
1
時
半
～
3
時
　

対
小
学
生（
保
護
者
要
同
伴
）　
定
抽
30
人
　
申

8
月
6
日（
金
）ま
で

植
物
公
園

〒
611
・
0
0
3
1
広
野
町
八
軒
屋
谷
25
‐
1

39
・
9
3
8
7
FAX
39
・
9
3
8
8

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
出
来
ま
す
。
展
示
会
・
講
習
会
等
に
は
入

園
料
が
必
要
で
す
。
毎
週
土
曜
日
は
市
内
の

小
・
中
学
生
の
入
園
は
無
料
で
す
。

《
休
園
日
》月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌

日
）

夏

学
べ
る
植
物
公
園

　
イ
ベ
ン
ト
や
講
習
会
を
実
施
す
る
他
、
期

間
中
随
時「
植
物
公
園
で
絵
を
描
こ
う
」や

「
色
々
な
植
物
を
知
っ
て
み
よ
う
！
」を
実
施

し
ま
す
。

時
7
月
22
日（
祝
）～
8
月
2９
日（
日
）

	●
ミ
ニ
展
示「
夏
の
お
野
菜
を
観
察
し
よ
う
」

時
7
月
22
日（
祝
）～
8
月
中
旬

夏

タ
ケ
で
水
鉄
砲
を
作
っ
て
み
よ
う

時
7
月
27
日（
火
）・
2９
日

（
木
）・
31
日（
土
）、
8
月

1
日（
日
）。
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
正
午
　
対
幼
児

～
小
学
生（
保
護
者
要
同

伴
）　
定
先
各
15
人
　
￥
700
円（
材
料
費
）　
持

着
替
え
、
軍
手
、
タ
オ
ル
な
ど
　
申
各
開
催

日
ま
で
に
、
電
話
で
、
同
公
園
へ
。

8
月
の
展
示
会

	●
植
物
公
園
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展

　
宇
治
市
長
賞
や
入
賞
・
入
選
し
た
作
品
を

中
心
に
公
募
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

時
8
月
14
日（
土
）～
2９
日（
日
）

8
・
9
月
の
講
習
会

申
開
催
日
の
1
カ
月
前
か
ら
、
電
話
か
同
公

園
窓
口
へ
。

 ● 

ひ
ょ
う
た
ん
の
加
工
を
体
験
し
て
み
よ
う

時
8
月
2８
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
　
定

先
15
人
　
他
小
学
生
以
下
は
保
護
者
要
同
伴
　

	●
野
菜
④
秋
冬
野
菜
を
作
っ
て
み
よ
う

　
栽
培
す
る
野
菜
の
選
び
方
や
栽
培
管
理
の

講
義
を
し
ま
す
。
秋
冬
野
菜
の
播
種
や
定
植

方
法
の
実
演
、
苗
や
種
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ

り
ま
す
。

時
9
月
4
日（
土
）・
5
日（
日
）い
ず
れ
も
午
後

1
時
半
～
3
時（
両
日
同
じ
内
容
で
実
施
）
　

定
先
30
人
　
￥
３00
円

	●	

バ
ラ
の
育
て
方
①
～
秋
バ
ラ
を
育
て
よ

う
～

　
秋
バ
ラ
の
開
花
に
向
け

て
夏
剪
定
や
病
気
の
対
策

な
ど
の
管
理
方
法
を
学
び
ま

す
。

時
9
月
11
日（
土
）午
後
1
時
半
～
3
時
　
定

先
1８
人

見
頃
の
植
物

《
園
内
》ハ
ナ
ハ
ス
、
夏
花
壇
、
ム
ク
ゲ
、
サ

ル
ス
ベ
リ
、
水
生
植
物

《
温
室
》ヘ
リ
コ
ニ
ア
・
ロ
ス
ト
ラ
タ
、
サ
ラ

セ
ニ
ア
、
ウ
ツ
ボ
カ
ズ
ラ
等

住
ま
い・環
境・資
源

空
き
家
等
利
活
用
推
進
補
助
金

（
就
業
場
所
の
確
保
）の
募
集

　
空
き
家
等（
住
居
・
店

舗
等
）を
活
用
し
て
、
事

務
所
や
店
舗
と
い
っ
た

市
内
で
就
業
場
所
を
確

保
す
る
た
め
の
改
修
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

《
補
助
対
象
物
件
》次
の
全
て
に
該
当
す
る
物
件

◎
市
内
の
物
件
で
あ
る
こ
と
◎
申
請
時
に
お
い

て
お
お
む
ね
１
年
以
上
使
用
さ
れ
て
い
な
い
物

件
で
あ
る
こ
と
◎
補
助
対
象
者
が
所
有
ま
た
は

賃
借
し
、
か
つ
自
ら
事
業
を
行
う
予
定
の
物
件

で
あ
る
こ
と

《
補
助
対
象
者
》次
の
全
て
に
該
当
す
る
人
ま
た

は
団
体
等
◎
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
◎
3
年

間
は
宇
治
市
内
で
事
業
を
継
続
す
る
予
定
で
あ

る
◎
賃
借
し
た
物
件
で
あ
れ
ば
、
所
有
者
に
改

修
工
事
に
関
す
る
同
意
の
取
得
を
し
て
い
る
◎

新
規
創
業
、
第
二
創
業
を
行
う
も
の
で
な
い 

等《
補
助
対
象
経
費
》事
務
所
・
店
舗
等
へ
の
改

築
・
改
装
に
要
す
る
経
費

《
補
助
額
》１
件
あ
た
り
最
大
100
万
円（
経
費
の

2
分
の
1
）

《
補
助
件
数
》2
件（
選
考
に
よ
り
決
定
）

申
所
定
の
申
請
書
を
、
7
月
20
日（
火
）午
前
9

時
～
9
月
30
日（
木
）（
必
着
）に
、
郵
送
か
住
宅

課
空
き
家
対
策
室
窓
口
へ（
申
請
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
）。

※ 

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

下
水
道
管
理
課

問
同
課

	●	

公
共
下
水
道
台
帳
作
成
に
伴
う
調
査
を

実
施

　
8
月
2
日（
月
）～
4
年
3
月
下
旬
に
、
下
水

道
の
適
正
な
維
持
管
理
に
必
要
な
下
水
道
台
帳

を
作
成
す
る
た
め
に
、
腕
章
・
証
明
書
を
持
つ

調
査
員
が
必
要
に
応
じ
て
家
庭
を
訪
問
し
、
公

共
汚
水
ま
す
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

	●
公
共
下
水
道
の
処
理
区
域
が
拡
大

　
5
月
2８
日
か
ら
新
た
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
次
の
地
域
の
一
部
で
す
。
公
共
下
水
道

が
使
え
る
地
域
の
人
は
、
出
来
る
限
り
早
く
接

続
工
事
を
し
て
く
だ
さ
い
。

《
洛
南
処
理
区
》宇
治
蔭
山
・
蛇
塚
、
槇
島
町
大

幡
・
三
十
五
・
二
十
四
、
伊
勢
田
町
井
尻
・
若

林
、
広
野
町
大
開
・
尖
山

そ
の
他

議
会
　
暑
中
見
舞
状
の

自
粛
な
ど
を
励
行

　
政
治
家
の
寄
附
は
、
罰
則
を
も
っ
て
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
有
権
者
が
勧
誘
・
要
求
す
る
こ

と
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
選
挙
区
内

で
、
暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い
さ
つ
状

（
答
礼
の
た
め
の
自
筆
を
除
く
）を
出
す
こ
と
も

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局

情
報
公
開
請
求
と
公
開
状
況
等

　
2
年
度
の
情
報
公
開
制
度
に
よ
る
公
開
請

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費 

生
活・求
人

産
業・消
費 

生
活・求
人

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

13
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求
、
個
人
情
報
保
護
制
度
に
よ
る
開
示
請
求
等

と
、
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
の
状
況
の
概
要

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

	●	
情
報
公
開
請
求
及
び
個
人
情
報
開
示
請

求
等
と
そ
の
取
扱
い
の
状
況

　
①
情
報
公
開
請
求
が
242
件
、
②
個
人
情
報
開

示
請
求
等
が
1８
件
あ
り
、
内
訳
は
表
の
と
お
り

で
す
。
審
査
請
求
は
①
②
共
に
0
件
で
、
出
資

法
人
及
び
指
定
管
理
者
に
対
す
る
公
開
申
出
等

も
①
②
共
に
0
件
で
し
た
。

　
情報公開 個人情報

請求件数 242 18

内
訳

全部
公開・開示 174 3

部分
公開・開示 58 8

非公開・不開示
（うち不存在）

6
（4）

7
（7）

取り下げ 4 0

	●
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
の
状
況

　
対
象
審
議
会
等
は
８7
あ
り
、
①
原
則
会
議
を

公
開
す
る
も
の
が
53
、
②
個
人
情
報
等
が
審
議

対
象
と
な
り
性
質
上
公
開
出
来
な
い
も
の
が

33
、
③
実
質
休
止
状
態
で
会
議
の
公
開
規
定
等

を
定
め
れ
ば
公
開
出
来
る
も
の
が
１
で
し
た
。

②
と
③
を
除
い
た
会
議
の
う
ち
、
非
公
開
理
由

が
な
い
会
議
の
公
開
率
は
100
％
と
な
り
ま
す
。

　
実
績
は
、
56
の
審
議
会
等
で
延
べ
177
回
の
会

議
が
開
催
さ
れ
、
33
の
審
議
会
等
で
63
回
の
会

議
を
公
開
し
、
162
人
の
傍
聴
者
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
非
公
開
と
し
た
主
な
会
議
は
障
害

者
介
護
給
付
費
等
支
給
認
定
審
査
会
で
、
26
回

の
会
議
を
、
個
人
情
報
を
取
り
扱
う
た
め
非
公

開
と
し
ま
し
た
。

審
議
会
等
の
傍
聴

　
関
連
資
料
は
当
日
、
市
役
所
1
階
行
政
資
料

コ
ー
ナ
ー
で
縦
覧
出
来
ま
す
。

	●
情
報
公
開
審
査
会

時
7
月
2８
日（
水
）午
後
2
時
～
　
所
市
役
所
6

階
602
会
議
室
　
定
先
5
人
　
内
２
年
度
情
報
公

開
制
度
実
施
状
況
の
報
告
等
　
申
当
日
、
午
後

1
時
半
～
1
時
50
分
に
開
催
場
所
受
付
へ
。
　

問
総
務
課

	●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

時
8
月
2
日（
月
）午
後
2
時
～
4
時
　
所
◎
同

協
議
会
＝
市
役
所
8
階
大
会
議
室
◎
傍
聴

（Zoom
視
聴
）＝
市
役
所
1
階
101
会
議
室
　

定
先
5
人
　
内
２
年
度
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
等
　
申
当
日
、
午

後
1
時
半
～
1
時
50
分
に
市
役
所
1
階
101
会
議

室
受
付
へ
。
　
問
長
寿
生
き
が
い
課

	●
男
女
共
同
参
画
審
議
会

時
8
月
3
日（
火
）午
後
2
時
～
　
所
男
女
共
同

参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
　
定
先
5
人
　
内
Ｕ
Ｊ
Ｉ

あ
さ
ぎ
り
プ
ラ
ン
の
進
行
状
況
調
査
に
つ
い
て

等 

申
当
日
、
午
後
1
時
半
～
1
時
50
分
に
開

催
場
所
受
付
へ
。
　
問
男
女
共
同
参
画
課

相
談

	●
行
政
相
談

時
8
月
1９
日（
木
）午
後
1
時
～
4
時
　
所
市
役

所
1
階
101
会
議
室
　
問
自
治
振
興
課
市
民
相
談
係

	●
青
少
年
相
談

時
8
月
24
日（
火
）午
後
1
時
～
4
時
　
所
更
生

保
護
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
宇
治
琵
琶
） 

問
同

セ
ン
タ
ー（

23
・
2
３
３
5
）

	●
出
張
里
親
相
談
会

　
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー
が
里
親
に
関
す

る
相
談
を
行
い
ま
す
。

時
8
月
1８
日（
水
）午
後
１
時
～
４
時
　
所
市
役

所
１
階
市
民
交
流
ロ
ビ
ー
　
問
こ
ど
も
福
祉
課

	●
出
張
が
ん
個
別
相
談

　
保
健
師
ま
た
は
看
護
師
に
、
が
ん
に
関
す
る

相
談
が
出
来
ま
す
。

時
8
月
10
日（
火
）午
後
1
時
半
～
3
時
半
　
所

山
城
北
保
健
所（
宇
治
若
森
）　
他
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
及
び
対
面
相

談
を
、
平
日
の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時

～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。 

申
実
施
日
の

前
日
午
後
4
時
ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー（

0
1
2
0
・
078
・
３94
）へ
。

	●
人
権
相
談

時
8
月
5
日（
木
）午
前
10
時
～
午
後
3
時
　
所

市
役
所
5
階
501
会
議
室
　
問
人
権
啓
発
課

	●
就
労
相
談（
①
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
②
地

　
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
京
都
南
）

時
8
月
2
日（
月
）・
16
日（
月
）い
ず
れ
も
午
前

9
時
～
11
時
半（
要
予
約
）　
所
市
役
所
1
階
市

民
交
流
ロ
ビ
ー
　
申
①
開
催
日
の
5
日
前
ま
で

②
開
催
日
の
3
日
前
ま
で
に
、
い
ず
れ
も
電
話

で
、
産
業
振
興
課
へ
。 

問
①（

075
・
682
・

8
9
1
5
）、
②（

54
・
5
３
8
0
）

献
血

時
8
月
1
日（
日
）◎
午
前
10
時
～
11
時
45
分
◎

午
後
1
時
～
3
時
半
　
所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
宇
治

東
　
問
健
康
づ
く
り
推
進
課

7月16日〜9月15日のし尿収集日程 城南衛生管理組合　 075-631-5171
収集漏れは収集口側から確認し翌日（土・日・祝日を除く）に上記組合へ　

笠取・炭山
8/3・27 炭山（吹越除く） 8/4・30 池尾、炭山（吹越のみ）
7/21、8/11、9/6 笠取、二尾

六地蔵 7/31、8/25、9/15 六地蔵(ＪＲ以西全域) 7/19、8/9、9/2 六地蔵(ＪＲ以東全域)
木　幡 7/31、8/25、9/15 木幡（ＪＲ以西全域） 7/19、8/9、9/2 木幡（ＪＲ以東全域）

五ケ庄

7/30、8/24、9/14 北ノ庄、古川、寺界道、大林、谷前、野添、芝ノ東（ＪＲ以西）、西浦（ＪＲ以西）、新開（JR以西）、平野（ＪＲ以西）、折坂（Ｊ
Ｒ以西）､ 福角(ＪＲ以西）

7/31、8/25、9/15 壇ノ東 7/19、8/9、9/2 芝ノ東（ＪＲ以東）
8/2・26 日皆田、岡本、上村、一里塚、戸ノ内、瓦塚、梅林
7/16、8/6、9/1 一番割、二番割、三番割、福角（ＪＲ以東）、折坂（ＪＲ以東）、平野（ＪＲ以東）、新開（ＪＲ以東）、西浦（ＪＲ以東）、広岡谷

莵　道
8/4・30 大垣内、荒槇、田中（ＪＲ以東）
8/5・31 西中、東中、段ノ上、大谷、河原、只川、池山、妙見、岡谷、門前、中筋、谷下り（ＪＲ以東）
7/16、8/6、9/1 丸山、田中（ＪＲ以西）、谷下り（ＪＲ以西）、出口、藪里、車田、平町（京滋バイパス以南）、森本、西隼上り、東隼上り

宇　治・
白　川・
志津川　

8/5・31 志津川 8/4・30 東内、又振、紅斉、山田、乙方、山本
7/27、8/19、9/9 白川、金井戸、蛇塚
7/28、8/20、9/10 野神、大谷（権現町除く）、矢落（JR以北）、天神、米阪、池森、弐番（府道以北）
7/29、8/23、9/13 矢落（ＪＲ以南）、若森、壱番、弐番（府道以南）、宇文字、半白、樋ノ尻、戸ノ内、蔭山、御廟
7/30、8/24、9/14 琵琶、善法、東山、大谷（権現町のみ）、下居、里尻（ＪＲ以北）、小桜
7/31、8/25、9/15 妙楽、里尻（ＪＲ以南）、蓮華、塔川

神　明・
開　町・
羽拍子町

7/27、8/19、9/9 宮北（1 ～ 6番地） 7/22、8/17、9/7 宮東、宮西、羽拍子町
7/16、8/6、9/1 宮北（63番地～ 70番地）、開町 7/26、8/18、9/8 宮北（1～ 6及び63 ～ 70番地を除く）、石塚

広野町

8/4・30 茶屋裏、寺山（ＪＲ以西）、西裏、東裏（JR以西）、桐生谷（JR以西）
7/16、8/6、9/1 一里山、桐生谷（JR以東）、東裏（JR以東） 8/5・31 寺山（ＪＲ以東）、尖山、宮谷
7/19、8/9、9/2 大開 7/20、8/10、9/3 小根尾、風呂垣外
7/21、8/11、9/6 丸山、中島

大久保町 8/4・30 大久保町（｢久保（ＪＲ以東）｣除く） 8/5・31 久保（ＪＲ以東）

槇島町

8/2・26 清水、千足、三十五 8/3・27 二十四、十八、十六、目川、本屋敷、十一
8/5・31 落合、西鴫沢、南落合 7/30、8/24、9/14 薗場
8/4・30 中川原、一ノ坪、大川原、吹前、石橋、大町、郡、島前、五才田、一町田、月夜、外
7/31、8/25、9/15 大幡、北内、門口、幡貫

小倉町
8/5・31 新田島、春日森、蓮池、堀池 7/16、8/6、9/1 南浦、南堀池
7/19、8/9、9/2 老ノ木、寺内、天王、久保、西浦、神楽田（近鉄以西）7/21、8/11、9/6 山際、神楽田（近鉄以東）、西山
7/27、8/19、9/9 東山、西畑、中畑、奥畑

伊勢田町・
安田町

8/5・31 中遊田、西遊田、安田町 7/21、8/11、9/6 北山、若林、大谷
7/20、8/10、9/3 遊田、砂田、浮面、中ノ田、毛語、井尻、名木、中荒、新中ノ荒、ウトロ、南山
7/22、8/17、9/7 中山

納期限
8月の行事予定等 納期限

●8月2日 介護保険料第2期納期限
  後期高齢者医療保険料第1期納期限
  国民健康保険料第2期納期限
  固定資産税・都市計画税第2期納期限

●27日 市立小学校・中学校　第２学期始業式
●30日 防災週間（～ 9月5日）
※ この他、来月の行事の一部は市政だよりに掲載しています。

こ
ど
も

高
齢
者

健
康・福
祉

税・年
金・

保
険

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

安
全・安
心

人
権・平
和

文
化・芸
術・

歴
史

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

そ
の
他

相
　談

産
業・消
費 

生
活・求
人

そ
の
他

相
談

税・年
金・

保
険

住
ま
い・

環
境・資
源

15

記号の説明 時＝日時  所＝場所  対＝対象  定＝定員  抽＝締め切り後抽選  先＝先着で受け付け  内＝内容  講＝講師  ￥＝参加費・受講料   
持＝持ち物  他＝その他  申＝申込方法  問＝問い合わせ先  ※次の場合は記載していません （対だれでも 定なし ￥無料 申不要）
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宇治市役所 22-3141（代表）　 FAX 20-8779　〒611-8501（宇治琵琶33） ※誌面上の本市の市外局番（0774）の表記は省略しています。
■気象警報発表時などには、掲載している催しが急きょ中止になる場合があります。 ■各催しの会場への来場には、公共交通機関をご利用ください。



広
報 う
じ

①

宇
治

市
政

だ
よ

り
が

届
か

な
い

と
き

は
、配

布
委

託
先

 （
株

）
ダ

イ
コ

ク
072-893-9000

へ

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

	
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

ご意見・ご感想は、はがき、ファクス、メールで
随時受付をしています。
秘書広報課あて obokoho@city.uji.kyoto.jp

右のQRコードを読みとって、
市ホームページからも
回答出来ます。

市政だよりへのご意見・ご感想をお寄せください［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課広報係
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　 0774-22-3141（代表）　FAX0774-20-8779

宇治市 
ホームページ
https://www.city.uji.kyoto.jp/

手続きなど各種問い合わせは、市
ホームページで「ちはや姫（ＡＩ
チャットボット）」が 365 日 24 時
間お答えします♪

広報ＳＮＳ 
  

各ＳＮＳの詳細はＱＲコードから
確認出来ます。

　昭
和
26
年（
１
９
５
１
年
）市
制
施
行
後

間
も
な
い
宇
治
に
転
居
し
た
足
穂
は
、
天
ヶ

瀬
へ
と
散
歩
に
出
か
け
ま
す
。
吊
り
橋
近
く

に
は「
板
戸
の
上
に
夏
蜜
柑
や
ら
キ
ャ
ラ
メ

ル
や
ら
を
な
ら
べ
て
売
っ
て
い
る
」露
店
が

出
て
い
て
、
さ
ら
に
進
む
と
当
時
ま
だ
現
役

だ
っ
た
赤
レ
ン
ガ
の
志
津
川
発
電
所
が「
崖

上
に
ラ
イ
ン
の
古
城
を
気
取
る
か
の
よ
う

に
」そ
び
え
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
を
回
り
込

む
と
お
と
ぎ
電
車
乗
り
場
で
す
。
遠
足
の
子

ど
も
た
ち
よ
り
、
む
し
ろ「
近
在
の
交
通
に

利
用
さ
れ
て
い
る
と
き
い
た
が
、
な
る
ほ

ど
」「
進
行
方
向
に
目
白
押
し
に
腰
か
け
」て

い
た
の
は
山
間
部
の
沿
線
に
住
む
人
び
と
で

し
た（
稲
垣
足
穂「
宇
治
の
景
色
」よ
り
）。

　天
ヶ
瀬
か
ら
大
峰
ま
で
宇
治
川
右
岸
沿
い

に
約
3
.
6
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
結
ん
だ
お

と
ぎ
電
車
は
、
前
年
10
月
に
運
行
を
開
始
。

休
日
は
賑
わ
い
ま
し
た
が
、
足
穂
の
作
品
か

ら
は
普
段
の
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
お
と

ぎ
電
車
に
つ
い
て
詳
し
く
は
歴
史
資
料
館
発

行『
走
れ
!!
お
と
ぎ
電
車
』を
ご
覧
く
だ
さ

い
。稲

垣
足
穂（
明
治
33
年
～
昭
和
52
年
）

代
表
作『
一
千
一
秒
物
語
』な
ど

問
歴
史
資
料
館（

歴
史
資
料
館（

3939
・・
９
2
6
0

９
2
6
0
））

宇
治
市
政
だ
よ
り
7月
15日

号
令

和
3年（

2021年
）7月

15日
発

行
 第

1868号

作
家 

稲い
な
が
き
た
る
ほ

垣
足
穂
と

　
　
　
　
　お
と
ぎ
電
車

「キャンプでの注意！」
問消費生活センター（ 20-8796）20-8796）

こんなときどうする？
消費生活を中心にトラブルを紹介

志津川発電所からおとぎ電車志津川発電所からおとぎ電車
乗り場へ（昭和 32 年）乗り場へ（昭和 32 年）

Ｑ  夏休みに1人でキャン
プに行こうと思います。
アウトドア用の調理器
具やテントをそろえまし
たが、使用方法に注意
することはありますか。

A  アウトドア用のボンベやカセットコンロは、使用前にサ
ビなどの異常がないか確かめましょう。接続部のパッ
キンの劣化は、ガス漏れの原因になります。設置場所
や鉄板、鍋の置き方にも注意が必要です。斜めに置
いたり、コンロを覆うように置くと、爆発することがあ
ります。注意書きを守って使いましょう。
テントは、固定用の杭やロープに足を取られて転んだ  
り、風にあおられて飛ばないように、設置方法をよく
読んで設置しましょう。また、テントの中で火を使うと、
一酸化炭素中毒や火事の原因になります。　

キャンプ場以外の土地にテントを張ったり、キャ
ンプ場での利用規約を守らないなど、トラブル
の原因になることはやめましょう。

01
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宇治史探検 136
知る人ぞ知る宇治の豆知識をお話しします。

「具体的に明確に伝える」

（ 21-0419 21-0419 FAX 22-7117）問障害福祉課 

　待ち合わせをするときに「18時」と約束す
ることがあります。
　一日を24時間単位で表すことも多いです
が、手話では「午後６時」と午前・午後や朝・
昼・夜などをつけて12時間単位で表す方が
明確に伝わります。
　また「午後6時10分前」と表すと、「午後6
時6分～ 7分」だと受け取る場合があります。
具体的に「午後5時50分」と伝えたほうが明
確です。これは月日を伝えるときも同じで
す。来月・今月・先月ではなく8月・7月・6月
と具体的に表します。

　言葉の違いとともに習慣の違いを知ること
でろう者との豊かなコミュニケーションがう
まれます。

03

●●なるほど ろう文化共生
まずは、聞こえない世界を想像することから。

各課からのコラムをご紹介！

https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/32796.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/soshiki/3/6841.html



